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会
　
　
計

連
結
納
税
制
度
の
改
正
に
伴
い
実
務

対
応
報
告
５
号
、７
号
を
見
直
し
へ

─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、基
準
諮
問
会
議

会
　
　
計

金
利
指
標
改
革
に
関
す
る
会
計
基
準

の
個
別
論
点
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

去
る
11
月
22
日
、
財
務
会
計
基
準

機
構
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
基
準
諮

問
会
議
は
第
37
回
基
準
諮
問
会
議
を

開
催
し
た
。

新
規
テ
ー
マ
の
提
言

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
へ
提
言
す
る
、
実
務
対

応
レ
ベ
ル
で
の
新
規
テ
ー
マ
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発
行・
保

有
等
の
会
計
処
理

金
融
庁
よ
り
、
金
融
商
品
取
引
法

上
の
「
電
子
記
録
移
転
権
利
」
ま
た

は
資
金
決
済
法
上
の
「
暗
号
資
産
」

に
該
当
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発

行
・
保
有
等
に
係
る
会
計
上
の
取
扱

い
に
つ
い
て
の
対
応
を
求
め
る
提
案

が
行
わ
れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｏ
は
取
引
形
態
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

国
際
的
に
も
会
計
処
理
が
確
立
さ
れ

て
お
ら
ず
、
取
引
が
今
後
広
が
っ
た

場
合
に
処
理
の
多
様
性
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
会
計
処
理
の
検

討
を
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
新
規
テ
ー
マ
と
し

て
提
言
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
実
務
対
応
報
告
38

号
作
成
の
際
の
積
み
残
し
で
あ
る
た
め

ぜ
ひ
対
応
を
し
て
ほ
し
い
」、「
暗
号
資

産
を
め
ぐ
る
状
況
は
変
化
が
激
し
く
、

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
で
も
追
い
切
れ
な
い
部
分
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
金
融
庁
か
ら
随

時
最
新
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
賛
成
意
見
が
多
く
あ
が
っ
た
。

⑵　
リ
ー
ス
業
に
お
け
る
割
賦
販
売

取
引
の
会
計
処
理

日
本
公
認
会
計
士
協
会
よ
り
、
業

種
別
監
査
委
員
会
報
告
19
号
の
改
正

に
関
す
る
判
断
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
リ
ー
ス
業
に
お
け
る

割
賦
販
売
取
引
の
会
計
処
理
に
つ
い

て
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
で
の
包
括
的
な
検
討
を

求
め
る
提
案
が
行
わ
れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
か
ら
は
、
収
益

認
識
基
準
の
制
定
と
の
関
係
で
リ
ー
ス

の
貸
し
手
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
予
定
で
あ
る
の
で
、
当
該
検
討

に
含
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
、
と
の
対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
特
段
の
反
対
意
見

は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

連
結
納
税
制
度
改
正
へ
の
対
応

政
府
税
制
調
査
会
で
連
結
納
税
制

度
見
直
し
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い

る
。
も
し
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま

で
に
こ
の
見
直
し
に
関
す
る
改
正
法

人
税
法
が
可
決
・
成
立
し
た
場
合
、

そ
れ
を
前
提
に
税
効
果
会
計
の
適
用

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
対
応
に

は
緊
急
性
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
実
務
対
応
報
告
５
号
、
７
号
の

見
直
し
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
基
準
諮
問

会
議
を
経
ず
に
適
正
手
続
規
則
22
条

３
項
の
審
議
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
可

能
性
が
高
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
は
事
前
に
テ
ー
マ

設
定
の
可
否
を
諮
っ
た
。

委
員
か
ら
は
「
過
去
、
似
た
よ
う

な
状
況
で
税
率
変
更
が
あ
っ
た
時
に

あ
わ
て
る
場
面
も
あ
っ
た
た
め
、
早

い
対
応
を
求
め
る
」、「
連
結
納
税
に

関
し
て
は
手
間
が
か
か
る
た
め
緊
急

性
が
高
い
」
と
い
っ
た
賛
成
意
見
が

多
く
あ
が
っ
た
。

去
る
11
月
21
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
４
８
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
、
金
利
指
標
改

革
に
対
応
す
る
会
計
基
準
の
開
発
に

関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

会
計
基
準
の
開
発
の
進
め
方

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
の
公
開
草

案
公
表
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
「
最
終
化
は
い
つ

の
予
定
な
の
か
」
と
の
質
問
が
出
さ

れ
た
の
に
対
し
、「
通
常
は
コ
メ
ン

ト
期
間
を
２
カ
月
設
け
る
の
で
最
終

化
は
そ
れ
以
降
に
な
る
が
、
可
能
な

限
り
早
期
の
最
終
化
を
目
指
し
た

い
」
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

金
利
指
標
改
革
へ
の
対
応
の

基
本
的
な
考
え
方

事
務
局
よ
り
、
金
利
指
標
改
革
へ

の
対
応
の
基
本
的
な
考
え
方
が
提
示

さ
れ
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

・
金
利
指
標
改
革
に
伴
う
金
利
指
標

の
変
更
は
、
企
業
か
ら
み
る
と
不

可
避
的
な
現
象
で
あ
り
、
特
例
的

な
取
扱
い
を
認
め
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
。

・
一
方
、
金
利
指
標
改
革
に
関
連
の

な
い
部
分
に
ま
で
特
例
を
認
め
る

こ
と
は
、
趣
旨
を
逸
脱
す
る
。

・
前
記
を
踏
ま
え
、
適
切
な
範
囲
を

決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
金
利

指
標
の
変
更
に
関
連
す
る
も
の
に

限
定
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
ら

れ
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
「
変
更
後
に
異

な
る
金
利
に
置
き
換
わ
る
ケ
ー
ス
を

想
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
旨

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

個
別
論
点
の
検
討
の
方
向
性

続
い
て
個
別
論
点
の
検
討
が
行
わ

れ
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

⑴　
会
計
基
準
を
開
発
す
る
対
象
と

な
る
取
引
の
範
囲

事
務
局
よ
り
、
対
象
と
な
る
取
引

の
範
囲
に
つ
い
て
、
２
つ
の
要
件
案

が
示
さ
れ
、お
お
む
ね
同
意
を
得
た
。

①　
既
存
の
契
約
が
参
照
し
て
い
る

金
利
指
標
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
等
、

今
後
金
利
指
標
改
革
に
よ
り
公
表

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
金
利
で
あ
る
こ
と

②　
金
利
指
標
改
革
の
み
を
原
因
と

し
て
実
施
さ
れ
た
契
約
条
件
の
変

更
で
あ
る
こ
と

専
門
委
員
か
ら
は
、「
典
型
的
な

契
約
条
件
の
変
更
を
例
示
す
る
と
よ

い
の
で
は
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

⑵　
予
定
取
引
の
発
生
可
能
性
に
関

す
る
論
点

ヘ
ッ
ジ
対
象
の
参
照
金
利
が
置
き

換
わ
る
ま
で
は
、
参
照
し
て
い
る
金

利
指
標
が
現
状
の
も
の
か
ら
変
更
さ

れ
な
い
と
の
仮
定
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
事
務
局
よ

り
提
案
さ
れ
、
同
意
を
得
た
。

⑶　
適
用
時
期
、経
過
措
置
お
よ
び

終
了
時
期

事
務
局
よ
り
次
の
案
が
提
示
さ

れ
、
お
お
む
ね
同
意
を
得
た
。
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シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の「
ウ
ィ
ー
ワ
ー
ク
」

（
以
下
「
ウ
ィ
ー
」
と
い
う
）
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
は
、
１
２
３

都
市
・
８
４
９
拠
点
で
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
を
展
開
予
定
も
し
く
は
展
開
中
と

い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
。
ウ
ィ
ー
は

巨
大
ユ
ニ
コ
ー
ン
と
期
待
さ
れ
、
Ｉ
Ｐ

Ｏ
（
新
規
株
式
公
開
）
の
準
備
を
し

て
い
た
が
、
突
如
、
取
り
や
め
た
。

理
由
は
、
投
資
家
か
ら
不
信
が
噴

出
し
た
か
ら
だ
。
今
年
１
月
時
点
の

ウ
ィ
ー
の
株
式
評
価
額
は
４
７
０
億
ド

ル
だ
っ
た
が
、
現
在
は
80
億
ド
ル
に

激
減
し
た
（
拠
点
数
も
会
員
数
も
は

る
か
に
上
回
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
最
大

手
の
リ
ー
ジ
ャ
ス
の
株
式
時
価
総
額
は

45
億
ド
ル
で
あ
る
）。
日
本
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー

プ
（
以
下
、「
Ｓ
Ｂ
Ｇ
」
と
い
う
）
の

ビ
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
が
約
29
％
の
筆
頭

株
主
と
ぃ
う
こ
と
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｇ
の
株
価

が
大
き
く
下
落
し
た
の
で
あ
る
。

設
立
以
来
赤
字
の
ウ
ィ
ー
は
、
Ｉ
Ｐ

Ｏ
取
り
や
め
に
よ
り
資
金
繰
り
難
に

陥
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｇ
に
よ

る
新
た
な
出
資
「
エ
ク
イ
テ
ィ
15
億
ド

ル
＋
デ
ッ
ト
（
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
か
ら
の

借
入
金
返
済
用
）50
億
ド
ル
」に
よ
り
、

倒
産
を
回
避
し
た
。

以
前
、
ウ
ィ
ー
は
こ
う
宣
伝
し
て
い

た
。「
Ｉ
Ｔ
の
世
界
で
は
、
人
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
情
報
を
結
び
つ
け
る
機
能
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
呼
び
ま
す
が
、

ウ
ィ
ー
は
会
員
同
士
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
面

で
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
の
機
能
を
追
加
し
ま
し
た
」
と
。

テ
ッ
ク
企
業
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
表
現

だ
。
と
こ
ろ
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
向
け
開
示

資
料
を
み
た
米
投
資
家
は
、「
ウ
ィ
ー

は
サ
ブ
リ
ー
ス
不
動
産
屋
で
あ
り
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
ど
こ
が
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
テ
ッ
ク
企
業
な
の
か
？
」
と

疑
問
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
80
億
ド
ル
（
ま
だ
高
す
ぎ

る
か
も
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
企
業
に

Ｓ
Ｂ
Ｇ
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
も
含

め
て
、
救
済
前
に
累
計
で
１
３
０
億
ド

ル
の
エ
ク
イ
テ
ィ
出
資
を
し
て
い
た
。

な
ぜ
か
？　

ウ
ィ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ニ
ュ
ー

マ
ン
氏
は
「
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

り
、
永
遠
に
生
き
続
け
、
１
兆
ド
ル

を
超
え
る
富
を
築
く
」
と
本
気
で
語
っ

て
い
た
が
、
２
０
１
７
年
に
Ｓ
Ｂ
Ｇ
の

孫
氏
か
ら
「
ク
レ
イ
ジ
ー
だ
が
、
ま

だ
十
分
ク
レ
イ
ジ
ー
で
は
な
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
ら
し
い
。
き
っ
と
、

彼
の
際
限
な
く
赤
字
を
出
せ
る
ク
レ

イ
ジ
ー
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

そ
の
ニ
ュ
ー
マ
ン
氏
は
、
経
営
陣
か

ら
立
派
な

4

4

4

企
業
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
贈
ら
れ
た
う
え

で
、
Ｓ
Ｂ
Ｇ
救
済
策
に
付
随
す
る
厳4

し
い
4

4

条
件
「
個
人
向
け
５
億
ド
ル
の

融
資
（
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
か
ら
の
借
入
金

返
済
用
）、
１・８
５
億
ド
ル
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ィ
ー
、
９・７
億
ド
ル
の

株
式
を
売
却
す
る
権
利
を
受
け
取
る

こ
と
」
と
引
き
換
え
に
、
泣
く
泣
く

会
社
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
出
来
事
は
、
米
投
資
家
の
姿

勢
変
化
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
昨
年
米
国
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
行
っ

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
関
連

企
業
の
８
％
し
か
黒
字
に
な
っ
て
い
な

い
（
ド
ッ
ト
コ
ム
バ
ブ
ル
時
よ
り
も
酷

い
）
た
め
、
こ
れ
ら
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の

上
場
後
の
株
価
低
迷
を
肌
で
感
じ
て

い
る
米
投
資
家
は
、「
ア
マ
ゾ
ン
の
よ

う
に
売
上
が
伸
び
て
い
れ
ば
、
い
ず

れ
は
黒
字
に
」
と
い
う
寛
容
さ
を
捨

て
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
感
じ
て
か
、

上
場
後
も
赤
字
の
ウ
ー
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
、
ウ
ィ
ー
と
は
業
態
が

異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ

「
我
々
は
ウ
ィ
ー
と
は
全
然
違
う
」
と

語
っ
た
そ
う
だ
。

新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。

ウ
ィ
ー
の
株
主
が
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
氏

と
孫
氏
ら
を
相
手
取
り
、
訴
訟
を
起

こ
し
た
そ
う
だ
。
経
営
者
で
も
な
い

孫
氏
が
な
ぜ
訴
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

か
？　

救
済
策
に
付
随
す
る
厳
し
い

4

4

4

条
件
に
得
意
の
ク
レ
イ
ジ
ー
さ
が
足

り
な
い
と
い
う
こ
と
か
？

ウ
ィ
ー
ワ
ー
ク

　

 

三
田　

哉

投
資
の
ハ
ナ
シ

裏
　
表

国
際
会
計

会
計
方
針
の
選
択・適
用
に
関
す
る
ガ

イ
ド
、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

・
公
表
日
以
後
適
用
と
す
る
。
た
だ

し
、
適
用
開
始
前
に
金
利
指
標

改
革
に
関
連
し
て
契
約
の
変
更
が

行
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
ヘ
ッ
ジ
会

計
の
中
止
ま
た
は
終
了
の
処
理
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
遡
及
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

・
適
用
の
終
了
時
期
は
、
金
利
指
標

改
革
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
勘
案
し

て
定
め
た
一
定
の
期
日
と
、
ヘ
ッ

ジ
対
象
お
よ
び
ヘ
ッ
ジ
手
段
の
金

利
指
標
が
い
ず
れ
も
変
更
と
な
っ

た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
と
す
る
。

次
回
以
降
、
包
括
ヘ
ッ
ジ
に
関
す

る
論
点
や
開
示
等
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

去
る
11
月
21
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
会
計
方
針
を
決
定
す

る
時
に
、
企
業
を
支
援
す
る
ガ
イ

ド
「G

uide to selecting and 
applying accounting policy

」

（
以
下
、「
本
ガ
イ
ド
」
と
い
う
）
を

発
行
し
た
。

本
ガ
イ
ド
は
、
会
計
方
針
の
選
択

と
適
用
の
た
め
の
要
求
を
規
定
し
て

い
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号
「
会
計
方
針
、
会

計
上
の
見
積
り
の
変
更
及
び
誤
謬
」

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

取
引
そ
の
他
の
事
象
ま
た
は
状
況

に
具
体
的
に
当
て
は
ま
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

が
な
い
場
合
に
は
、
財
務
諸
表
作
成

者
は
、
信
頼
性
が
あ
り
、
投
資
家
の

経
済
的
な
意
思
決
定
の
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
目
的
適
合
性
が
あ
る
情
報
を
も

た
ら
す
会
計
方
針
を
策
定
し
、
適
用

す
る
際
に
判
断
を
用
い
る
。

そ
の
判
断
に
あ
た
り
、
本
ガ
イ
ド

は
、
会
計
方
針
の
策
定
の
た
め
の
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
し
て
い
る
。

①　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
、
取
引
そ
の
他
の

事
象
ま
た
は
状
況
に
、
具
体
的
に

当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
②　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
類
似
で
関
連
し
た

事
項
を
規
定
し
て
い
る
か
ど
う
か

検
討
す
る

③　

財
務
報
告
の
概
念
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
参
照
し
、
そ
の
適
用
可

能
性
を
検
討
す
る

こ
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
は
、
米
国
基

準
に
は
存
在
し
て
い
た
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
に
は
な
か
っ
た
。
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IFRSの決算対策

今号では、2019年12月期・2020年３月期向けの、IFRSの決算対策をお届けする。2019年１
月開始年度からIFRS16号「リース」が強制適用となったほか、IFRS３号「企業結合」など複数の
基準が早期適用可能となっている。
強制適用および早期適用可能な基準やアジェンダ決定の概要に加え、IFRS16号適用後の実
務上の論点について解説いただいた。今後の実務の一助としていただければ幸いである。

ＩＦＲＳ16号「リース」など
強制適用および早期適用可能な基準の概要

大迫　孝史（有限責任監査法人トーマツ　公認会計士）

公表後の適用タイミングにも注意したい
解釈指針委員会のアジェンダ決定の概要

山神　卓士（有限責任監査法人トーマツ　米国公認会計士）

条件変更による再測定には留意が必要
ＩＦＲＳ16号「リース」適用後の借手の実務論点

神谷　陽一（有限責任監査法人トーマツ　公認会計士）

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2019年
11月15日

監査役の選任及び報酬等の決定プロセ
スについて－実務実態からうかがえる
独立性確保に向けた課題と提言－

日本監査
役協会

監査役等の独立性確保の検討を行うため、監査役（会）設置会社
にアンケート調査を行い、結果をまとめたもの。監査役の選任に
関する設問に対し「現状の同意権と提案権でよい」旨の回答が約
８割を占めたこと等が述べられている。
http://www.kansa.or.jp/news/briefing/post-482.html

―

2019年
11月19日

業種別委員会実務指針第14号「投資信託
及び投資法人における監査上の取扱い」
の改正

JICPA
投資法人の監査報告書の文例について見直しを行ったもの。監
査意見の根拠等について追記が行われている。適用は2020年３
月31日以後終了する営業期間に係る監査から。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20191119jig.html

―

金
　
　
融

再
び
低
下
傾
向
を
強
め
る
長
期
金
利

と
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
次
の
一
手

証
　
　
券

緩
や
か
な
経
済
変
動
が
米
株
価
の
強

さ
を
支
え
る

９
月
上
旬
よ
り
持
続
し
て
い
た
世

界
的
な
長
期
金
利
の
上
昇
が
止
ま

り
、
低
下
傾
向
を
み
せ
つ
つ
あ
る
。

米
10
年
物
国
債
利
回
り
は
、
９
月
４

日
に
１
・
４
％
台
ま
で
低
下
し
た
も

の
の
、
11
月
８
日
に
２
％
台
直
前
ま

で
上
昇
し
た
後
に
低
下
し
、
11
月
21

日
に
は
１
・
７
％
台
と
な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
米
中
貿
易
交
渉

の
行
方
を
見
極
め
た
い
市
場
の
思
惑

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
11
月
７
日
に
中

国
商
務
省
が
、
米
中
間
で
お
互
い
の

追
加
関
税
を
段
階
的
に
撤
廃
す
る
方

針
で
一
致
し
た
と
発
表
す
る
ま
で
は

楽
観
的
だ
っ
た
が
、
直
後
に
ト
ラ
ン

プ
政
権
が
否
定
し
た
た
め
、
こ
の
期

待
は
後
退
し
、
長
期
金
利
の
上
昇
に

歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

対
中
制
裁
関
税
第
４
弾
の
一
部
と

し
て
発
動
が
12
月
15
日
ま
で
保
留
さ

れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
１
、６
０
０
億
ド
ル
分

は
延
期
さ
れ
る
と
の
報
道
も
あ
る
。

し
か
し
、
延
期
さ
れ
た
と
し
て
も
米

中
間
の
全
面
的
合
意
は
難
し
く
、
米

長
期
金
利
で
２
％
台
か
ら
さ
ら
な
る

急
上
昇
に
は
な
ら
な
い
と
み
ら
れ
て

い
る
。

米
上
院
が
11
月
19
日
、
香
港
で
の

人
権
尊
重
や
民
主
主
義
を
支
援
す
る

「
香
港
人
権
・
民
主
主
義
法
案
」
を

可
決
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
政
府

が
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
も
、
香
港
に
対
す
る
中
国
政

府
の
姿
勢
が
貿
易
交
渉
に
影
響
す
る

こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、
交
渉
の
行

方
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と

の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

長
期
金
利
は
今
後
も
利
回
り
低
下

傾
向
を
強
め
る
可
能
性
が
高
く
、
米

国
金
利
の
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の
形
状

は
長
短
金
利
差
が
縮
小
す
る
フ
ラ
ッ

ト
化
を
強
め
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

米
連
邦
準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の

パ
ウ
エ
ル
議
長
は
、
10
月
30
日
を
最

後
に
、
利
下
げ
を
休
止
す
る
こ
と
を

明
言
し
た
。
こ
れ
は
10
月
29
、
30
日

に
開
催
さ
れ
た
連
邦
公
開
市
場
委
員

会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
の
議
事
要
旨
か
ら

も
う
か
が
え
る
。

フ
ラ
ッ
ト
化
な
い
し
は
逆
イ
ー
ル

ド
が
国
内
経
済
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス

影
響
や
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
利
下

げ
要
求
を
前
提
と
す
れ
ば
、
追
加
利

下
げ
実
施
の
可
能
性
は
小
さ
く
は
な

い
と
の
憶
測
も
広
が
っ
て
い
る
。

世
界
主
要
国
の
株
価
は
10
月
上
旬

か
ら
１
カ
月
強
、
上
昇
軌
道
を
た

ど
っ
た
が
、
11
月
中
旬
に
な
っ
て
陰

り
が
み
ら
れ
始
め
た
。米
市
場
で
は
、

そ
の
原
因
を
米
中
通
商
交
渉
の
不
具

合
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
ス
ピ
ー

ド
調
整
で
あ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

米
株
価
は
上
昇
期
間
中
に
史
上
最

高
値
を
更
新
、
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
平
均
株
価

は
２
８
、０
０
０
ド
ル
を
突
破
し
た
。

景
気
後
退
や
企
業
収
益
の
減
益
予
想

が
強
ま
る
な
か
、
米
株
価
が
強
さ
を

み
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
米
株
価
の
強
さ
は
、

景
気
、
金
利
、
物
価
、
賃
金
な
ど
が

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
緩
や
か
な

変
化
を
続
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。
景
気
の
緩
や
か
な

拡
大
は
、
過
熱
を
防
ぐ
政
策
の
発
動

を
必
要
と
せ
ず
微
調
整
だ
け
で
拡
大

基
調
が
続
き
、
企
業
収
益
の
堅
調
が

持
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
物
価
や
賃

金
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
緩
や
か
さ

は
、
米
国
経
済
や
世
界
経
済
が
長
期

停
滞
期
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
と
危
機
感
を
表
明
す
る
声
も
あ
る

が
、
こ
の
緩
や
か
な
変
化
が
米
株
価

の
強
さ
を
支
え
て
い
る
と
の
見
方
が

強
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
自
分
の
業

績
と
し
て
株
価
上
昇
を
あ
げ
て
い
る

が
、
景
気
拡
大
ペ
ー
ス
が
速
ま
れ
ば

さ
ら
に
株
価
が
上
昇
す
る
と
考
え
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
経

済
成
長
率
の
低
さ
を
指
摘
す
る
一
部

の
声
の
背
景
に
も
同
様
の
見
方
が
あ

る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
失
業
率
は
歴
史
的
な
低

水
準
に
達
し
て
お
り
、
経
済
が
緩
や

か
な
ペ
ー
ス
を
脱
す
る
と
、
物
価
や

賃
金
の
上
昇
が
加
速
し
、
株
価
は
下

落
す
る
と
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

現
在
の
ア
メ
リ
カ
株
価
で
は
、
リ

ス
ク
要
因
と
し
て
景
気
後
退
、
企
業

収
益
の
落
込
み
、
地
政
学
リ
ス
ク
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済

フ
ァ
ク
タ
ー
で
よ
ほ
ど
大
き
な
落
込

み
が
な
い
限
り
、
株
価
暴
落
と
は
な

ら
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
株
は
、
米
株
価
の
上

昇
局
面
に
つ
い
て
い
け
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
経
済
成
長
率
よ
り
も
企

業
収
益
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
減
益
幅
が
現
在
の
予
想

を
大
き
く
外
れ
な
け
れ
ば
上
昇
の
持

続
が
可
能
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。


